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背景とねらい： 
現代社会において、認知機能や睡眠を改善する農作物・食品への消費者ニーズは高い

が、その機能性を謳う農作物・食品は限られている。そこで本研究では、認知機能維持

に役立つ機能を明らかにすること等により、ケルセチン高含有タマネギの機能性表示を

可能とすることを目指した。また、ウェアラブルデバイスを用いた脳波測定とヒューマ

ンカロリメーターを用いたエネルギー代謝測定により、信頼性の高い睡眠評価を行い、

食品素材の睡眠改善効果を解明することによる高機能農作物・食品の事業化を目指した。 

成果の概要： 
（１）60-80 歳の健康な方を対象にタマネギ粉末を約 5 か月間摂取する介入試験を実

施した。その結果、ケルセチン高含有タマネギを食べた人は、ケルセチンを含まないタ

マネギを食べた人に比べて、一般的に使用される認知機能検査であるミニメンタルステ

ート検査（MMSE）の摂取前後の点数の変化量が大きく、ケルセチン高含有タマネギが認

知機能の維持に役立つことが示された（図１）。（２）ケルセチンよりも高い抗酸化、

抗糖化、抗炎症機能等を有することが報告されているジヒドロケルセチンをケルセチン

から生産する乳酸菌 DC3399株を見出し、タマネギ由来の食品素材として、ジヒドロケル

セチンを含有するタマネギ発酵物を開発した（図２）。 

 
 
 
 
 
 
 

 

（３）２週間にわたり朝食時と昼食時に烏龍茶、カフェイン飲料あるいはプラセボ（カフェイン不

含)飲料を飲んだ時のエネルギー代謝と睡眠を比較するヒト試験を実施した。その結果、烏龍

茶あるいはカフェイン飲料が、睡眠を阻害することなく２４時間の脂肪燃焼を促進することが明

らかになった（図３）。特に睡眠時（２２時から７時まで）の烏龍茶による脂肪燃焼促進効果は顕

著で、カフェイン飲料よりも高い効果が認められた。（４）終夜睡眠ポリグラフィーとヒューマンカ

ロリメーターを用いた試験により、ローズヒップエキスが睡眠に悪影響を及ぼすことなく、エネル

ギー消費を高め、脂肪を減少させる効果を有する可能性が示された。さらに国産（山形県産）
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図２ 乳酸菌 DC3399によるタマネギ発酵物 図１ ミニメンタルステート検査

(MMSE)による認知機能評価の結果 
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のローズヒップが、遺伝子鑑定、成分のパターン分析、細胞を用いた機能性試験において、機

能性表示の根拠となる論文に用いられている海外産品と同等であることを確認した（図４）。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商品化と社会実装の構想： 
（１）令和 3年度に、ケルセチン高含有タマネギの機能性表示食品の届出・販売を目

指す。（２）タマネギ発酵物である外皮などを原料にしたジヒドロケルセチンを含有す

るタマネギ発酵物を生産して、機能性食品素材として令和 4年度以降に商品化する。（３）

研究成果を発表した論文をニュースリリース等の情報発信に活用し、烏龍茶の健康価値

を訴求し、近年低下している烏龍茶市場の活性化に貢献していく。（４）ローズヒップ

の効能である「体脂肪／内臓脂肪を減らす」に加え、数年内に「エネルギー消費を増やすこと

による」という作用機序をヘルスクレームに盛り込み、消費者にわかりやすく訴求し市場を広

げる。海外産との同等性を確認した国産ローズヒップ（山形県産）の機能性表示食品の事業化

を産地に働きかける。 
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図３ 朝食（８時）および昼食時（１２時）に各 1 本

ずつ烏龍茶・カフェイン飲料・プラセボ(カフェイン

不含)飲料３５０ｍL を飲んだ時の脂肪と糖分の消

費バランス変化 

 

図４ 山形県産ローズヒップの 

   分子系統樹 


